
１．継続事業の前提に関する注記

・特記事項なし

２．重要な会計方針

　　　　　(１)有価証券の評価基準及び評価方法

・満期保有目的債券・・・・・償却原価法(定額法)によっている。

　　　　　(2)固定資産の減価償却の方法

・有形固定資産・・・・・定率法によっている。ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物並びに

　平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっている。

・無形固定資産・・・・・定額法によっている。

　　　　　(3)引当金の計上基準

・賞与引当金 ・・・・・ 役職員に対する期末勤勉手当の支給に備えるため、支給見込額のうち、当期に

　帰属する額を計上している。

・退職給付引当金 ・・・・・ 従業員の退職給付に備える為、当事業年度末における退職給付債務(簡便

　法による期末自己都合退職要支給額)に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額

　を計上している。

　　　　　(4)消費税等の会計処理

・税抜処理によっている。

　　　　　(5)リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

・引続き通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

３．会計方針の変更

・該当事項なし

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
(単位：円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

     Ⅰ  基　本　財　産

　　　　　　投資有価証券 55,000,000 0 0 55,000,000

                小　　  計　 55,000,000 0 0 55,000,000

     Ⅱ  特　定　資　産

　　　　　　退職給付引当基金資産 235,778,330 3,322,297 91,701 239,008,926

　　　　　　建物等大規模修繕積立資産 419,423,296 113,165,093 60,634,860 471,953,529

　　　　　　建物立替等積立資産 180,000,000 180,000,073 0 360,000,073

                小　　  計　 835,201,626 296,487,463 60,726,561 1,070,962,528

                合　　  計　 890,201,626 296,487,463 60,726,561 1,125,962,528

財務諸表に対する注記

科　　　　　　　　目



５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
(単位：円)

当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に対
応する額)

     Ⅰ  基　本　財　産

　　　　　　投資有価証券 55,000,000 ( 10,000,000 ) ( 45,000,000 ) －

                小　　  計　 55,000,000 ( 10,000,000 ) ( 45,000,000 ) －

     Ⅱ  特　定　資　産

　　　　　　退職給付引当基金資産 239,008,926 － ( 0 ) ( 239,008,926 )

　　　　　　建物等大規模修繕積立資産 471,953,529 ( 0 ) ( 471,953,529 ) －

　　　　　　建物立替等積立資産 360,000,073 ( 0 ) ( 360,000,073 ) －

                小　　  計　 1,070,962,528 ( 0 ) ( 831,953,602 ) ( 239,008,926 )

                合　　  計　 1,125,962,528 ( 10,000,000 ) ( 876,953,602 ) ( 239,008,926 )

６．担保に供している資産

・該当事項なし

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
(単位：円)

　　　　　　建物

　　　　　　構築物

　　　　　　器具備品

　　　　　　ソウトウェア

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

       債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

　　　　　　行政補完事業未収金

　　　　　　未収金

９．保証債務等の偶発債務

・該当事項なし

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　  満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位：円)

帳簿価額 時　　価 評価損益

国　　債 45,000,000 45,256,500 256,500       

三重県債 10,000,000 9,969,820 -30,180       

55,000,000 55,226,320 226,320       

科　　　　　　　　目

科　　　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

1,471,179,413 1,152,125,073 319,054,340

135,602,673 118,078,714 17,523,959

97,589,477 78,866,154 18,723,323

28,930,167 6,114,881 22,815,286

合　　  計　 1,733,301,730 1,355,184,822 378,116,908

科　　　　　　　　目 債権金額
貸倒引当金の当期末

残高 債権の当期末残高

397,203,239 0 397,203,239

7,094,245 0 7,094,245

合　　  計　 404,297,484 0 404,297,484

種類及び銘柄

合　　　計



１１．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　　  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位：円)

補助金等
の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表上
の記載区分

寄付金 三重県他 10,000,000 0 0 10,000,000 指定正味財産

１２．基金及び代替基金の増減額及びその残高

・該当事項なし

１３．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

・該当事項なし

１４．関連当事者との取引の内容

・該当事項なし

１５．キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

・キャッシュ・フロー計算書は作成していない

１６．重要な後発事象

・該当事項なし

１７．その他

・特記事項なし

１．基本財産及び特定資産の明細

・基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記に記載しているため、内容の記載を省略している。

２．引当金の明細
(単位：円)

賞与引当金 50,000,000 50,000,000 50,000,000

退職給付引当金 235,778,330 3,322,297

期末残高
目的使用 その他

50,000,000 0

91,701 0 239,008,926

附属明細書

科　　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額




